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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体端末と複数の基地局装置とを備える無線通信システムであって、
　前記基地局装置の各々は、
　　複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して前記移動体端末
と通信を行う通信手段と、
　　少なくとも他の一つの基地局装置との間でハンドオーバーを行うためのハンドオーバ
ー手段とを含み、
　前記移動体端末は、
　　前記基地局装置毎に、前記複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶する記
憶手段と、
　　通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要であ
る場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、前記複数の周波数帯
のうち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ）を前記第１の基地局装置へ通知する通知手段とを含み、
　前記ハンドオーバー手段は、前記移動体端末からの近接情報に基づいて、ハンドオーバ
ーを開始し、
　前記記憶手段は、通信に使用した周波数帯を時刻と関連付けて記憶し、
　前記通知手段は、前記移動体端末と前記第２の基地局装置との間での通信のうち相対的
に新しい通信において使用された周波数帯を前記近接情報に関連付ける、無線通信システ
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ム。
【請求項２】
　移動体端末と複数の基地局装置とを備える無線通信システムであって、
　前記基地局装置の各々は、
　　複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して前記移動体端末
と通信を行う通信手段と、
　　少なくとも他の一つの基地局装置との間でハンドオーバーを行うためのハンドオーバ
ー手段とを含み、
　前記移動体端末は、
　　前記基地局装置毎に、前記複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶する記
憶手段と、
　　通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要であ
る場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、前記複数の周波数帯
のうち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ）を前記第１の基地局装置へ通知する通知手段とを含み、
　前記ハンドオーバー手段は、前記移動体端末からの近接情報に基づいて、ハンドオーバ
ーを開始し、
　前記記憶手段は、通信に使用した周波数帯を当該通信時における通信品質と関連付けて
記憶し、
　前記通知手段は、前記移動体端末と前記第２の基地局装置との間での通信において使用
された周波数帯のうち、通信品質が相対的に高いものを前記近接情報に関連付ける、無線
通信システム。
【請求項３】
　前記記憶手段は、通信を行った基地局装置で使用可能な複数の周波数帯について優先度
を判断するとともに、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を対応する
優先度と関連付けて記憶し、
　前記通知手段は、前記優先度が相対的に高い周波数帯を前記近接情報に関連付ける、請
求項１または２に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　前記基地局装置は、当該基地局装置で使用可能な複数の周波数帯についての優先度を示
す情報を前記移動体端末へ通知するように構成され、
　前記通知手段は、前記優先度を示す情報に基づいて、特定の周波数帯を前記近接情報に
関連付ける、請求項１または２に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して通信を行う基地局
装置を複数備える無線通信システムにおいて使用される移動体端末であって、
　前記基地局装置毎に、前記複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶する記憶
手段と、
　通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要である
場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、前記複数の周波数帯の
うち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ）を前記第１の基地局装置へ通知する通知手段とを含み、
　前記記憶手段は、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を時刻と関連
付けて記憶し、
　前記通知手段は、前記移動体端末と前記第２の基地局装置との間での通信のうち相対的
に新しい通信において使用された周波数帯を前記近接情報に関連付ける、移動体端末。
【請求項６】
　複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して通信を行う基地局
装置を複数備える無線通信システムにおいて使用される移動体端末であって、
　前記基地局装置毎に、前記複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶する記憶
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手段と、
　通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要である
場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、前記複数の周波数帯の
うち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ）を前記第１の基地局装置へ通知する通知手段とを含み、
　前記記憶手段は、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を当該通信時
における通信品質と関連付けて記憶し、
　前記通知手段は、前記移動体端末と前記第２の基地局装置との間での通信において使用
された周波数帯のうち、通信品質が相対的に高いものを前記近接情報に関連付ける、移動
体端末。
【請求項７】
　前記記憶手段は、通信を行った基地局装置で使用可能な複数の周波数帯について優先度
を判断するとともに、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を対応する
優先度と関連付けて記憶し、
　前記通知手段は、前記優先度が相対的に高い周波数帯を前記近接情報に関連付ける、請
求項５または６に記載の移動体端末。
【請求項８】
　前記記憶手段は、過去の通信時における通信品質が相対的に高い周波数帯に対して相対
的に高い優先度を付与するとともに、新たな通信接続が確立されると前記優先度を更新す
る、請求項７に記載の移動体端末。
【請求項９】
　前記記憶手段は、複数の周波数帯のうち、周波数が相対的に低いものに対して相対的に
高い優先度を付与する、請求項７または８に記載の移動体端末。
【請求項１０】
　前記記憶手段は、移動体端末に対する外部操作に従って、前記優先度を決定する、請求
項７または８に記載の移動体端末。
【請求項１１】
　前記基地局装置から、当該基地局装置で使用可能な複数の周波数帯についての優先度を
示す情報を受信する受信手段をさらに備え、
　前記通知手段は、前記優先度を示す情報に基づいて、特定の周波数帯を前記近接情報に
関連付ける、請求項７に記載の移動体端末。
【請求項１２】
　複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して通信を行う基地局
装置を複数備える無線通信システムにおいて使用される通信方法であって、
　前記基地局装置毎に、前記複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶するステ
ップと、
　通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要である
場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、前記複数の周波数帯の
うち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ）を前記第１の基地局装置へ通知するステップと、
　前記近接情報に基づいて、ハンドオーバーを開始するステップとを備え、
　前記記憶するステップでは、通信に使用した周波数帯を時刻と関連付けて記憶し、
　前記通知するステップでは、移動体端末と前記第２の基地局装置との間での通信のうち
相対的に新しい通信において使用された周波数帯を前記近接情報に関連付ける、通信方法
。
【請求項１３】
　複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して通信を行う基地局
装置を複数備える無線通信システムにおいて使用される通信方法であって、
　前記基地局装置毎に、前記複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶するステ
ップと、
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　通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要である
場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、前記複数の周波数帯の
うち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉ
ｏｎ）を前記第１の基地局装置へ通知するステップと、
　前記近接情報に基づいて、ハンドオーバーを開始するステップとを備え、
　前記記憶するステップでは、通信に使用した周波数帯を当該通信時における通信品質と
関連付けて記憶し、
　前記通知するステップでは、移動体端末と前記第２の基地局装置との間での通信におい
て使用された周波数帯のうち、通信品質が相対的に高いものを前記近接情報に関連付ける
、通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体端末と複数の基地局装置とを含む無線通信システム、そのシステムに
向けられた移動体端末、およびそのシステムにおける通信方法に関し、特に、基地局装置
が複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して移動体端末と通信
を行うことのできる構成に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒ
ｏｊｅｃｔ）は、次世代通信方式である、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）、および、ＬＴＥを発展させた規格であるＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ
）において、通常の発展型基地局（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ：以下「ｅＮＢ」とも
称す。）に加えて、小型の発展型無線基地局（Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ
：以下「ＨｅＮＢ」とも称す。）の導入について検討を進めている。このＨｅＮＢは、サ
ービスエリアの拡張および個人使用等を目的とするものである。
【０００３】
　現在、３ＧＰＰで標準化が進められている規格において、ＨｅＮＢによって提供される
セルは、（１）ｏｐｅｎセル、（２）ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇ
ｒｏｕｐ）セル、および、（３）ｈｙｂｒｉｄセルという３種類のセル種別を含むことに
なっている。（１）ｏｐｅｎセルは、全ユーザが接続することが可能なセルである。（２
）ＣＳＧセルは、特定のユーザのみの接続を許容するセルである。（３）ｈｙｂｒｉｄセ
ルは、ｏｐｅｎセルおよびＣＳＧセルの両特徴を併せ持つセルである。
【０００４】
　ＨｅＮＢによって提供されるセルと、ｅＮＢによって提供されるセル（以下、ＨｅＮＢ
によって提供されるセルと区別するために「マクロセル」とも称す。）との間を移動体端
末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：以下「ＵＥ」とも称す。）が移動した場合に生じる
ハンドオーバーの方法については、既に決定されている（非特許文献１）。
【０００５】
　非特許文献１は、ＨｅＮＢへのｉｎｂｏｕｎｄハンドオーバーについての標準化仕様を
記述している。すなわち、非特許文献１は、ＵＥがいずれかのｅＮＢ（マクロセル）と通
信接続中に、ハンドオーバー先としてＨｅＮＢを選択した場合の処理について開示する。
より具体的には、ＵＥは、自局の接続が許容されているセルの識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）
を記述した許可ＣＳＧリスト（Ａｌｌｏｗｅｄ　ＣＳＧ　Ｌｉｓｔ）を保持している。ハ
ンドオーバー動作の準備段階において、（ｉ）自局の保持している許可ＣＳＧリストに記
述されているいずれかのＣＳＧ＿ＩＤと同一の識別情報を有するＨｅＮＢが、近隣に存在
するとＵＥが判断した場合、または、（ｉｉ）ＨｅＮＢの近隣エリアから出たとＵＥが判
断した場合には、ＵＥは近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）をネッ
トワークに送信する。この処理によって、ＵＥは、ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＿ｍ
ｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ設定を基地局装置へ要求できる。



(5) JP 5575920 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

【０００６】
　この近接情報は、（ｉ）ＵＥが保持している許可ＣＳＧリストに記述されているいずれ
かのＣＳＧ＿ＩＤと同一の識別情報を有するＨｅＮＢに近付いたことを示す“ｅｎｔｅｒ
”と対応する周波数情報、または、（ｉｉ）ＨｅＮＢから離れていくことを示す“ｌｅａ
ｖｅ”が含まれる（非特許文献２）。
【０００７】
　つまり、近接情報は、ハンドオーバー動作時に、ＵＥが、ｅＮＢ（マクロセル）からハ
ンドオーバーによって新たに接続可能なＨｅＮＢに近付いたことを判断した場合、または
、ＨｅＮＢから離れたことを判断した場合に、ＵＥがｅＮＢへ通知する情報である。
【０００８】
　また、３ＧＰＰでは、ＬＴＥ－Ａ向けにキャリア・アグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）の導入が検討されている。キャリア・アグリゲーションとは
、サポート可能な最大送信帯域幅を、ＬＴＥの最大送信帯域幅である２０ＭＨｚから１０
０ＭＨｚまで拡張させるための技術である。このような１００ＭＨｚの帯域をサポートす
るために、ＬＴＥの最大送信帯域幅である２０ＭＨｚに相当するコンポーネントキャリア
を複数利用して、移動体端末と基地局装置との間でデータ送受信を行うことが想定されて
いる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎａｌ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ，“３ｒ
ｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；Ｔｅｃｈｎｉｃ
ａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ；Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）　ａｎｄ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒ
ｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）；Ｏ
ｖｅｒａｌｌ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ；Ｓｔａｇｅ　２（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）”，
３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００　Ｖ１０．０．０　（２０１０－０６），Ｓｅｃｔｉｏｎ
　１０．５．１．２
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎａｌ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ，“３ｒ
ｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；Ｔｅｃｈｎｉｃ
ａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ；Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　（Ｒ
ＲＣ）；Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　９）”，
　３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１　Ｖ９．３．０　（２０１０－０６），Ｓｅｃｔｉｏｎ
　５．３．１４
【非特許文献３】Ｐａｎａｓｏｎｉｃ，“Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　
ｆｏｒ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＣＳＧ　ｏｒ　Ｈｙｂｒｉｄ　ｃｅｌｌｓ”，３ＧＰＰ　Ｔ
ＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ２　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＃６９　Ｒ２－１０１０７８，Ｓａｎ　Ｆｒａ
ｎｃｉｓｃｏ，ＵＳＡ，２２ｎｄ－２６ｔｈ　Ｆｅｂｒｕａｒｙ，２０１０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　３ＧＰＰリリース１０に従うＨｅＮＢにおいても、キャリア・アグリゲーションをサポ
ートしようと考えると、ＨｅＮＢの各々が、異なる周波数帯を有する複数のセルを提供す
ることが想定される。このような構成を想定すると、ＨｅＮＢによって提供されるそれぞ
れの周波数帯に関連付けられる複数のセルに対して、周波数帯毎に複数の近接情報（Ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）がネットワークへ送信されることになる。その
結果、ネットワークの無線リソースを無駄に消費してしまう。
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【００１１】
　すなわち、キャリア・アグリゲーションをサポートするＨｅＮＢに対して、ｉｎｂｏｕ
ｎｄハンドオーバーを行う際、近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）
をネットワークへ送信するが、周波数帯毎に存在する個々のセルに対して近接情報をそれ
ぞれ送信していたのでは、複数の近接情報を通知することになり、帯域中の無線信号量が
不必要に増加してしまう。
【００１２】
　類似した課題を解決するために、非特許文献３では、移動体端末から送信される近接情
報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を１つにすることが提案されている。
このような方法が実現できれば、ＬＴＥ－Ａにおいて上述したような構成を採用したとし
ても、無線リソースの消費量をＬＴＥとほぼ同量に抑制することができると考えられる。
しかしながら、複数の周波数帯の中から、いずれの周波数帯に絞って近接情報を送信する
かについては、何ら決定されていない。さらに、近接情報の送信先を１つのセルに選択す
るとしても、その選択方法についても何ら決定されていない。
【００１３】
　そこで、本発明は、かかる問題を解決するためになされたものであり、その目的は、複
数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して通信を行う基地局装置
を複数含む無線通信システムにおいて、安定したハンドオーバー動作を維持しつつ、無線
リソースの消費量を抑制することが可能な通信システム、移動体端末および通信方法を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明のある実施の形態に従えば、移動体端末と複数の基地局装置とを含む無線通信シ
ステムを提供する。基地局装置の各々は、複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数
帯を選択的に使用して移動体端末と通信を行う通信手段と、少なくとも他の一つの基地局
装置との間でハンドオーバーを行うためのハンドオーバー手段とを含む。移動体端末は、
基地局装置毎に、複数の周波数帯のうち通信に用いた周波数帯を記憶する記憶手段と、通
信接続中の第１の基地局装置から第２の基地局装置へのハンドオーバーが必要である場合
に、記憶されている通信に用いた周波数帯の情報に基づいて、複数の周波数帯のうち一部
の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を
第１の基地局装置へ通知する通知手段とを含む。ハンドオーバー手段は、移動体端末から
の近接情報に基づいて、ハンドオーバーを開始する。
【００１５】
　好ましくは、記憶手段は、通信に使用した周波数帯を時刻と関連付けて記憶し、通知手
段は、移動体端末と第２の基地局装置との間での通信のうち相対的に新しい通信において
使用された周波数帯を近接情報に関連付ける。
【００１６】
　好ましくは、記憶手段は、通信に使用した周波数帯を当該通信時における通信品質と関
連付けて記憶し、通知手段は、移動体端末と第２の基地局装置との間での通信において使
用された周波数帯のうち、通信品質が相対的に高いものを近接情報に関連付ける。
【００１７】
　好ましくは、記憶手段は、通信を行った基地局装置で使用可能な複数の周波数帯につい
て優先度を判断するとともに、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を
対応する優先度と関連付けて記憶し、通知手段は、優先度が相対的に高い周波数帯を近接
情報に関連付ける。
【００１８】
　好ましくは、基地局装置は、当該基地局装置で使用可能な複数の周波数帯についての優
先度を示す情報を移動体端末へ通知するように構成され、通知手段は、優先度を示す情報
に基づいて、特定の周波数帯を近接情報に関連付ける。
【００１９】
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　この発明の別の実施の形態に従えば、複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯
を選択的に使用して通信を行う基地局装置を複数有する無線通信システムにおいて使用さ
れる移動体端末を提供する。移動体端末は、基地局装置毎に、複数の周波数帯のうち通信
に用いた周波数帯を記憶する記憶手段と、通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地
局装置へのハンドオーバーが必要である場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の
情報に基づいて、複数の周波数帯のうち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を第１の基地局装置へ通知する通知手段とを含
む。
【００２０】
　好ましくは、記憶手段は、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を時
刻と関連付けて記憶し、通知手段は、移動体端末と第２の基地局装置との間での通信のう
ち相対的に新しい通信において使用された周波数帯を近接情報に関連付ける。
【００２１】
　好ましくは、記憶手段は、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を当
該通信時における通信品質と関連付けて記憶し、通知手段は、移動体端末と第２の基地局
装置との間での通信において使用された周波数帯のうち、通信品質が相対的に高いものを
近接情報に関連付ける。
【００２２】
　好ましくは、記憶手段は、通信を行った基地局装置で使用可能な複数の周波数帯につい
て優先度を判断するとともに、通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を
対応する優先度と関連付けて記憶し、通知手段は、優先度が相対的に高い周波数帯を近接
情報に関連付ける。
【００２３】
　さらに好ましくは、記憶手段は、過去の通信時における通信品質が相対的に高い周波数
帯に対して相対的に高い優先度を付与するとともに、新たな通信接続が確立されると優先
度を更新する。
【００２４】
　好ましくは、記憶手段は、複数の周波数帯のうち、周波数が相対的に低いものに対して
相対的に高い優先度を付与する。
【００２５】
　好ましくは、記憶手段は、移動体端末に対する外部操作に従って、優先度を決定する。
　好ましくは、移動体端末は、基地局装置から、当該基地局装置で使用可能な複数の周波
数帯についての優先度を示す情報を受信する受信手段をさらに含み、通知手段は、優先度
を示す情報に基づいて、特定の周波数帯を近接情報に関連付ける。
【００２６】
　この発明のさらに別の実施の形態に従えば、複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周
波数帯を選択的に使用して通信を行う基地局装置を複数含む無線通信システムにおいて使
用される通信方法を提供する。通信方法は、基地局装置毎に、複数の周波数帯のうち通信
に用いた周波数帯を記憶するステップと、通信接続中の第１の基地局装置から第２の基地
局装置へのハンドオーバーが必要である場合に、記憶されている通信に用いた周波数帯の
情報に基づいて、複数の周波数帯のうち一部の周波数帯に関連付けられた近接情報（Ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を第１の基地局装置へ通知するステップと、近
接情報に基づいて、ハンドオーバーを開始するステップとを含む。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、複数の周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して
通信を行う基地局装置を複数含む無線通信システムにおいて、安定したハンドオーバー動
作を維持しつつ、無線リソースの消費量を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
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【図１】本発明の実施の形態１において想定されている通信システムの構成を示す模式図
である。
【図２】キャリア・アグリゲーションの概念を示す模式図である。
【図３】本発明の実施の形態１に従う通信システムにおいて利用される移動体端末（ＵＥ
）のブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態１に従う移動体端末が保持する隣接セル情報の一例を示す図
である。
【図５】本発明の実施の形態１に従う移動体端末が保持する在園周波数情報の一例を示す
図である。
【図６】本発明の実施の形態１に従う通信システムにおいて利用される基地局装置のブロ
ック図である。
【図７】本発明の実施の形態１に従う通信システムにおいて利用される移動体端末（ＵＥ
）での処理手順を示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施の形態１に従う通信システムにおけるハンドオーバー動作を示すシ
ーケンス図である。
【図９】本発明の実施の形態２に従う通信システムにおいて利用される移動体端末（ＵＥ
）のブロック図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に従う移動体端末が保持する周波数優先度情報の一例を
示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態２に従う通信システムにおいて利用される移動体端末（Ｕ
Ｅ）での処理手順を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施の形態２の変形例に従う通信システムにおいて利用される移動体
端末（ＵＥ）のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中の同一
または相当部分については、同一符号を付してその説明は繰返さない。
【００３０】
　［実施の形態１］
　＜１．システム構成＞
　図１は、本発明の実施の形態１において想定されている通信システムＳＹＳの構成を示
す模式図である。典型的な一例として、通信システムＳＹＳは、ＬＴＥ方式またはＬＴＥ
－Ａ方式に従う通信方式をサポートしているとする。
【００３１】
　図１を参照して、通信システムＳＹＳは、発展型基地局（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　
Ｂ：以下「ｅＮＢ」とも称す。）３００－１～３００－３と、小型の発展型無線基地局（
Ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ：以下「ＨｅＮＢ」とも称す。）１００とを含
む。なお、ｅＮＢおよびＨｅＮＢを、単に「基地局装置」と総称する場合もある。ＨｅＮ
Ｂ１００は、セル範囲１０１Ｃをカバーし、ｅＮＢ３００－１～３００－３は、それぞれ
セル範囲３０１Ｃ～３０３Ｃをカバーする。なお、ｅＮＢおよびＨｅＮＢの数は、システ
ムに応じて適宜設定される。
【００３２】
　上述したように、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａにおいては、サービスエリアの拡張および個
人使用等を目的として、ＨｅＮＢの導入が検討されているため、ＨｅＮＢ１００のセル範
囲１０１Ｃは、ｅＮＢ３００－１～３００－３のセル範囲３０１Ｃ～３０３Ｃより狭いも
のとなっている。
【００３３】
　各基地局装置は、少なくとも１つのゲートウェイと接続される。各ゲートウェイは、接
続先の基地局装置を管理するとともに、広域ネットワークを構成するためのコアネットワ
ーク４００と接続される。これにより、異なるセル範囲内に存在する移動体端末（Ｕｓｅ
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ｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：以下「ＵＥ」とも称す。）同士での通信が可能となる。ゲート
ウェイの各々には、少なくとも１つ（一般的には複数）の基地局装置が接続される。なお
、ＬＴＥ方式またはＬＴＥ－Ａ方式では、コアネットワーク４００は、すべての情報がパ
ケット化されたネットワークとなることが想定されている。
【００３４】
　より具体的には、ＨｅＮＢ１００はゲートウェイ１５０と接続されており、ｅＮＢ３０
０－１～３００－３はゲートウェイ３５０と接続されているとする。なお、ゲートウェイ
の数やトポロジーについても、システムに応じて適宜設定される。
【００３５】
　ゲートウェイ１５０および３５０は、ＳＡＥゲートウェイ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈｉ
ｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　Ｇａｔｅｗａｙ）機能と、モビリティ管理（Ｍｏ
ｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ：以下「ＭＭＥ」とも称す。）機能
とを含む。ＳＡＥゲートウェイ機能は、コアネットワーク４００におけるユーザパケット
のルーティングを行う。ＭＭＥ機能は、パケット通信用のセッション（接続）の設定／開
放や、ハンドオーバー（基地局装置の切換）といった制御を行う。
【００３６】
　通常、ＵＥ５００はユーザによって担持されており、ユーザの移動に伴って、セルの間
を移動する。これらのＵＥ５００がいずれかのセル範囲内に存在すれば、当該セルを管理
する基地局装置およびゲートウェイによって、通信サービスを受けることになる。このＵ
Ｅ５００がいずれかのセル範囲から別のセル範囲に移動すること、ハンドオーバー動作が
開始される。
【００３７】
　＜２．キャリア・アグリゲーション（Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）＞
　図１に示す通信システムＳＹＳのＨｅＮＢは、キャリア・アグリゲーション（Ｃａｒｒ
ｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）機能を搭載しているとする。
【００３８】
　図２は、キャリア・アグリゲーションの概念を示す模式図である。図２を参照して、キ
ャリア・アグリゲーションは、サポート可能な最大送信帯域幅を拡張させるための技術で
ある。典型的には、ＬＴＥの最大送信帯域幅（一例として、２０ＭＨｚ）を１００ＭＨｚ
まで拡張する。具体的には、ＬＴＥの最大送信帯域幅に相当するコンポーネントキャリア
を複数利用して、ＵＥとの間でデータ送受信を行う。
【００３９】
　一例として、図２に示すように、異なる周波数（ｆ１，ｆ２，…，ｆ５）をそれぞれ中
心とした複数の周波数帯をそれぞれ設定し、通信に使用される１または複数の周波数帯が
、これらの周波数帯のうちから状況に応じて選択される。すなわち、ＨｅＮＢは、複数の
周波数帯のうち少なくとも１つの周波数帯を選択的に使用して移動体端末（ＵＥ）と通信
を行うことが可能となっている。
【００４０】
　このようなキャリア・アグリゲーションの技術を用いることで、ＬＴＥとのバックワー
ド・コンパチビリィティ（後方互換性）を維持することができる。
【００４１】
　後述するように、本実施の形態に従うＵＥでは、このようなキャリア・アグリゲーショ
ン機能が実装された基地局装置へのハンドオーバー時に通知される近接情報（Ｐｒｏｘｉ
ｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を適切に生成することが可能となっている。
【００４２】
　＜３．ハンドオーバー動作＞
　次に、現段階で想定されているハンドオーバー動作について説明する。このハンドオー
バー動作について説明するにあたって、ハンドオーバー動作の開始前にＵＥと通信接続中
のｅＮＢまたはＨｅＮＢを「ソースｅＮＢ」または「ソースＨｅＮＢ」と称し、ＵＥがハ
ンドオーバー先として選択したＨｅＮＢを「ターゲットＨｅＮＢ」とも称す。
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【００４３】
　上述の非特許文献１に開示される技術に従えば、ＵＥがサービングセル（ソースｅＮＢ
）と通信接続中に、いずれかのＨｅＮＢへのハンドオーバー動作を開始した場合には、（
ｉ）自局の保持している許可ＣＳＧリストに記述されているいずれかのＣＳＧ＿ＩＤと同
一の識別情報を有するＨｅＮＢが、近隣に存在するとＵＥが判断したときに、または、（
ｉｉ）ＨｅＮＢの近隣エリアから出たとＵＥが判断したときに、通信接続中のｅＮＢに対
して、ＵＥから近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）が通知される。
【００４４】
　上述の非特許文献２に開示されるように、この近接情報に、ＵＥが保持している許可Ｃ
ＳＧリストに記述されているいずれかのＣＳＧ＿ＩＤと同一の識別情報を有するＨｅＮＢ
に近付いたことを示す“ｅｎｔｅｒ”に、メッセージと対応する周波数情報とが含まれて
いた場合を考える。この場合には、ソースｅＮＢは、当該近接情報を受信すると、対応す
るＵＥについて、ＨｅＮＢへのハンドオーバー処理（または、そのための準備）を開始す
る。このハンドオーバー処理においては、Ｓ１インターフェイスまたはＸ２インターフェ
イスが使用される。
【００４５】
　本実施の形態においては、図１に示すように、サービングセルであるｅＮＢ３００－１
と接続状態にあるＵＥ５００がＨｅＮＢ１００の近接（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ）エリアに入
った場合を想定する。この場合に、ＵＥ５００は、サービングセルであるｅＮＢ３００－
１に対して、“ｅｎｔｅｒ”のメッセージを含む近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄ
ｉｃａｔｉｏｎ）を通知する。
【００４６】
　なお、ＨｅＮＢ１００は、ＣＳＧセルまたはｈｙｂｒｉｄセルであるとし、ＵＥ５００
が保持する許可ＣＳＧリストにこれらのセルに割当てられているＣＳＧ－ＩＤが存在する
ものとする。
【００４７】
　上述したように、図１に示すＨｅＮＢ１００は、キャリア・アグリゲーションをサポー
トしている。キャリア・アグリゲーションでは、それに用いられる複数のコンポーネント
キャリアの各々が仮想的なセルとして取扱われる。すなわち、図１に示すＨｅＮＢ１００
は、周波数ｆ１，ｆ２，…，ｆｎという周波数帯にそれぞれ対応するコンポーネントキャ
リアを有しており、各コンポーネントキャリアに対して、セルの属性（ＣＳＧセル、また
は、ｈｙｂｒｉｄセル）ならびにＣＳＧ－ＩＤが独立に設定される。
【００４８】
　現在の規格では、図１に示すような構成を想定すると、ＨｅＮＢ１００によって提供さ
れるそれぞれの周波数帯に関連付けられる複数のセル（コンポーネントキャリア）に対し
て、周波数帯毎に複数の近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）をサー
ビングセルに対して通知することになる。その結果、ネットワークの無線リソースを無駄
に消費してしまうという事態が生じる。
【００４９】
　そこで、本実施の形態においては、サービングセルからＨｅＮＢ１００へのハンドオー
バーが必要である場合に、ＨｅＮＢ１００が通信に利用する複数の周波数帯（コンポーネ
ントキャリア）のうち、過去の接続履歴などの情報に基づいて、すべての周波数帯ではな
く、一部の周波数帯のみに関連付けられた近接情報をサービングセルへ通知する。これに
より、ネットワークの無線リソースを無駄に消費してしまう事態を回避する。
【００５０】
　＜４．移動体端末（ＵＥ）の構成＞
　次に、本発明の実施の形態１に従う通信システムＳＹＳにおいて利用される移動体端末
の構成について説明する。図３は、本発明の実施の形態１に従う通信システムＳＹＳにお
いて利用される移動体端末（ＵＥ）５００のブロック図である。
【００５１】
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　図３を参照して、ＵＥ５００は、無線信号を送受信するための送受信アンテナ５１８が
設けられた筐体５４０を含む。筐体５４０は、中央処理部５０２と、信号処理部５１０と
、記憶部５３０と、無線送信部５１２と、デュプレクサ５１４と、無線受信部５１６とを
含む。
【００５２】
　中央処理部５０２は、主たる構成要素として、プロセッサと、プロセッサで実行される
プログラムを保持するための不揮発性メモリと、ワークメモリとして機能する揮発性メモ
リとを含む。さらに、中央処理部５０２は、ハンドオーバー開始判断ロジック５０３と、
周波数帯判断ロジック５０４と、近接情報生成ロジック５０５と、情報管理ロジック５０
６とを含む。これらのロジックは、典型的には、中央処理部５０２がプログラムを実行す
ることで提供される。例えば、各ロジックに対応するモジュールが予め不揮発性メモリに
記憶されており、中央処理部５０２がこれらのモジュールを読み出して実行することで後
述するような機能が提供される。
【００５３】
　ハンドオーバー開始判断ロジック５０３は、信号処理部５１０を介して提供されるサー
ビングセルからの情報などに基づいて、ハンドオーバーが要求されているか否かを判断す
る。
【００５４】
　周波数帯判断ロジック５０４は、サービングセルと通信接続中において、サービングセ
ルの基地局装置（ソースｅＮＢ）からターゲットＨｅＮＢへのハンドオーバーが必要であ
る場合に、記憶されている過去の通信に用いた周波数帯の情報などに基づいて、ＨｅＮＢ
がサポートしている複数の周波数帯のうち一部を、近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ）に関連付けるべき周波数帯として決定する。すなわち、キャリア・ア
グリゲーションをサポートしているＨｅＮＢへのハンドオーバー時には、当該ＨｅＮＢが
サポートしているすべての周波数帯（すべてのセル）に対して、近接情報をそれぞれ通知
するのではなく、使用される可能性の高い周波数帯（セル）に関連付けて近接情報を通知
する。このような周波数帯判断ロジック５０４による処理の詳細については後述する。
【００５５】
　近接情報生成ロジック５０５は、周波数帯判断ロジック５０４による判断結果などに応
じて、ソースＨｅＮＢへ通知すべき近接情報を生成する。
【００５６】
　情報管理ロジック５０６は、基地局装置毎に、複数の周波数帯のうち通信に用いた周波
数帯を記憶部５３０に記憶させる。すなわち、情報管理ロジック５０６は、周波数帯判断
ロジック５０４での判断に用いられる情報などを管理する。より具体的には、情報管理ロ
ジック５０６は、基地局装置との間の接続の状況などに応じて、記憶部５３０に保持され
る各種情報に対する更新処理などを行う。この情報管理ロジック５０６による管理処理の
詳細についても後述する。
【００５７】
　記憶部５３０は、典型的には、フラッシュメモリなどの不揮発性メモリで構成され、許
可ＣＳＧリスト５３２と、隣接セル情報５３４と、在園周波数情報５３６とを保持する。
【００５８】
　許可ＣＳＧリスト５３２には、自ＵＥによる接続が許容されているＨｅＮＢのセルの識
別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）が記述されている。この識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）は、中央処理
部５０２によって参照される。
【００５９】
　隣接セル情報５３４には、許可ＣＳＧリスト５３２に記述されている識別情報（ＣＳＧ
＿ＩＤ）を有するセル（ＣＳＧセル、または、ｈｙｂｒｉｄセル）において利用可能な周
波数帯の情報が記述されている。
【００６０】
　図４は、本発明の実施の形態１に従う移動体端末５００が保持する隣接セル情報５３４



(12) JP 5575920 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

の一例を示す図である。図４を参照して、隣接セル情報５３４では、対応する基地局装置
の識別情報（基地局ＩＤ）に関連付けて、各基地局装置が提供するそれぞれのセルの識別
情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）が格納されている。図４に示す例では、基地局ＩＤが「Ｂ」および
「Ｃ」である基地局装置がキャリア・アグリゲーションをサポートしているとする。コン
ポーネントキャリアの各々が「セル」に対応するので、各コンポーネントキャリアに対し
て個別の識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）が設定される。また、隣接セル情報５３４では、各セ
ルに対応付けて周波数帯（周波数情報）が記述されている。
【００６１】
　なお、隣接セル情報５３４は、基地局装置から通知されることで更新されてもよい。あ
るいは、ＵＥ５００の接続履歴などに応じて動的に更新してもよい。
【００６２】
　在園周波数情報５３６には、ＵＥ５００が過去に在圏したことあるセル（ＣＳＧセル、
または、ｈｙｂｒｉｄセル）に関する周波数情報が記述されている。
【００６３】
　図５は、本発明の実施の形態１に従う移動体端末５００が保持する在園周波数情報５３
６の一例を示す図である。図５を参照して、在園周波数情報５３６では、ＵＥ５００が過
去に通信接続したことのあるセルを示す識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）が時刻の情報と関連付
けて時系列に格納されている。すなわち、情報管理ロジック５０６は、通信に使用した周
波数帯を時刻と関連付けて記憶する。
【００６４】
　このとき、各通信接続に関して、使用された周波数帯および通信品質についても関連付
けて格納される。すなわち、情報管理ロジック５０６は、通信に使用した周波数帯を当該
通信時における通信品質と関連付けて記憶する。
【００６５】
　なお、キャリア・アグリゲーションでは、各コンポーネントキャリアに固有の識別情報
（ＣＳＧ＿ＩＤ）が付与されているので、複数のコンポーネントキャリアを用いて基地局
装置と通信を行った場合には、ほぼ同一時刻に関連付けて複数のエントリが格納されるこ
とになる。
【００６６】
　また、在園周波数情報５３６には、ＵＥ５００が過去にいずれかのセルに新たに在圏す
ることになったタイミングで、その情報がスタックされる。例えば、図５（ａ）に示すよ
うな在園周波数情報５３６を有している状態で、ＵＥ５００が識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）
が「Ｂ２」を有するセルに在園することになると、図５（ｂ）に示すように、在園周波数
情報５３６には新たな情報が追加される。在園周波数情報５３６において、より新しいエ
ントリほど優先度がより高いとして扱われる。
【００６７】
　ここで、通信品質は、各周波数帯におけるリファレンスシグナル受信強度（ＲＳＲＰ：
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）として示される無
線信号の強度やビットエラーレートなどに応じて判断することができる。
【００６８】
　信号処理部５１０は、自ＵＥが存在するセル範囲を管理する基地局装置との間で遣り取
りされる無線信号を処理する。より具体的には、信号処理部５１０は、中央処理部５０２
などから与えられる内部指令に従って、基地局装置へ送信すべき情報を無線送信部５１２
へ出力する。無線送信部５１２は、信号処理部５１０から受けた情報に対して符号化およ
び変調を行って、その結果得られる無線信号をデュプレクサ５１４へ出力する。無線受信
部５１６はデュプレクサ５１４を介して受信した無線信号に対して復調および復号化を行
って、その結果得られた情報を信号処理部５１０へ出力する。デュプレクサ５１４は、送
受信アンテナ５１８と接続され、送信および受信される無線信号を分離する。すなわち、
デュプレクサ５１４は、無線送信部５１２から入力された無線信号を送受信アンテナ５１
８へ出力するとともに、送受信アンテナ５１８から入力された無線信号を無線受信部５１
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６へ出力する。
【００６９】
　なお、中央処理部５０２によって提供される機能の一部または全部を専用のハードウェ
ア（集積回路）として実装してもよい。この場合には、中央処理部５０２によって提供さ
れる機能に加えて、信号処理部５１０、無線送信部５１２、および、無線受信部５１６に
よって提供される機能の全部または一部を含めて、１チップ化してもよい。さらに、プロ
セッサ、メモリ、周辺デバイス用のコントローラといった部品を１チップ化したＳｏＣ（
Ｓｙｓｔｅｍ　Ｏｎ　ａ　Ｃｈｉｐ）を利用することもできる。
【００７０】
　代替の構成として、信号処理部５１０、無線送信部５１２、および、無線受信部５１６
によって提供される機能の全部または一部をソフトウェアとして実装してもよい。この場
合には、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）やＤＳＰ（Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）といった演算装置（プロセッサ）が、予
めインストールされた命令セットを実行することになる。
【００７１】
　再度図３を参照して、筐体５４０は、さらに、各種情報を表示するための表示部５２０
と、ユーザの音声などを取得するためのマイク５２２と、受信した音声を再生するための
スピーカ５２４と、ユーザ操作を受付けるための入力部５２６とを含む。これらの部位は
、典型的には、筐体５４０から露出するように配置される。
【００７２】
　＜５．基地局装置（ＨｅＮＢ，ｅＮＢ）の構成＞
　次に、本発明の実施の形態１に従う通信システムＳＹＳにおいて利用される基地局装置
の構成について説明する。図６は、本発明の実施の形態１に従う通信システムＳＹＳにお
いて利用される基地局装置のブロック図である。
【００７３】
　図６を参照して、ＨｅＮＢ１００は、中央処理部１０２と、記憶部１３０と、無線送信
部１２２と、送信アンテナ１２４と、無線受信部１２６と、受信アンテナ１２８と、上位
ネットワークインターフェイス（Ｉ／Ｆ）１１０と、制御インターフェイス（Ｉ／Ｆ）１
１２とを含む。
【００７４】
　中央処理部１０２は、主たる構成要素として、プロセッサと、プロセッサで実行される
プログラムを保持するための不揮発性メモリと、ワークメモリとして機能する揮発性メモ
リとを含む。さらに、中央処理部１０２は、ハンドオーバーロジック１０４と、アグリゲ
ーションロジック１０６とを含む。これらのロジックは、典型的には、中央処理部１０２
がプログラムを実行することで提供される。例えば、各ロジックに対応するモジュールが
予め不揮発性メモリに記憶されており、中央処理部１０２がこれらのモジュールを読み出
して実行することで後述するような機能が提供される。
【００７５】
　ハンドオーバーロジック１０４は、少なくとも他の一つの基地局装置との間でハンドオ
ーバーを行う。より具体的には、ハンドオーバーロジック１０４は、ＵＥ５００から通知
された近接情報の受信に応答して、少なくとも他の一つの基地局装置（ＨｅＮＢまたはｅ
ＮＢ）との間でハンドオーバーを開始する。上述したように、近接情報は特定のセルに関
連付けられて通知されるので、ハンドオーバーロジック１０４は、対応する基地局装置が
サポートする複数のセル（周波数帯）のうち近接情報に関連付けられたセルについてのみ
ハンドオーバー動作を実行する。
【００７６】
　アグリゲーションロジック１０６は、複数のコンポーネントキャリアのうち、通信を行
うＵＥ５００に対して、いずれのコンポーネントキャリアを割当てるかを決定する。なお
、通信に使用されるコンポーネントキャリアの数は、通信状況などに応じて動的に変更さ
れてもよい。
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【００７７】
　記憶部１３０は、自局への接続を許可するユーザの識別情報を記述した許可ユーザリス
ト１３２を保持する。中央処理部１０２は、自局がＣＳＧセルまたはｈｙｂｒｉｄセルを
提供する場合には、許可ユーザリスト１３２に基づいて、接続要求元のＵＥ５００の識別
情報を認証する。そして、認証が成功した場合に限って、当該ＵＥ５００による自局への
接続を許容する。
【００７８】
　なお、許可ユーザリスト１３２は、ＨｅＮＢがＣＳＧセルまたはｈｙｂｒｉｄセルを提
供する場合に必要となるものである。そのため、ｏｐｅｎセルのみを提供するＨｅＮＢ、
あるいは、ｅＮＢにおいては、許可ユーザリスト１３２は不要である。
【００７９】
　無線送信部１２２は、送信アンテナ１２４と接続されており、中央処理部１０２から受
信したユーザデータおよび／または制御データに応じた無線信号を生成するとともに、送
信アンテナ１２４からその無線信号を放射する。このユーザデータとは、ＵＥ５００と相
手先（あるいは、中継先）との間で遣り取りされるデータを意味する。
【００８０】
　無線受信部１２６は、受信アンテナ１２８を介してＵＥ５００から受信した無線信号を
ユーザデータおよび／または制御データに復調して、その復調したデータを中央処理部１
０２へ出力する。
【００８１】
　上位ネットワークインターフェイス１１０は、自局を管理するゲートウェイとの間でユ
ーザデータ、制御情報、および管理情報を遣り取りする。同様に、制御インターフェイス
１１２は、他の基地局装置との間で制御情報を遣り取りする。
【００８２】
　ｅＮＢ３００の構成についても、図６に示す構成と同様であるので、詳細な説明は繰返
さない。
【００８３】
　＜６．選択処理の概要＞
　次に、近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に関連付ける周波数帯
を選択する処理の概要について説明する。
【００８４】
　まず、キャリア・アグリゲーションをサポートしている基地局装置へのハンドオーバー
時において、図３に示す中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、在園周波
数情報５３６を参照して、より優先度の高い周波数帯を、通信に用いる周波数帯として決
定する。具体的には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、ＵＥ５００
と基地局装置との間での通信のうち相対的に新しい通信において使用された周波数帯を選
択し、近接情報に関連付ける。
【００８５】
　但し、図５（ａ）に示すように、ＵＥ５００が基地局装置との間で複数の周波数帯を用
いて通信を行っていた場合には、通信品質がより高い周波数帯ほど優先度がより高いもの
として扱われる。すなわち、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、ＵＥ
５００と基地局装置との間での通信において使用された周波数帯のうち、通信品質が相対
的に高いものを選択し、近接情報に関連付ける。言い換えれば、より通信品質の高い周波
数帯が優先的に選択される。
【００８６】
　なお、隣接セル情報５３４において接続は許可されているセルであるが、ＵＥ５００が
過去に接続したことがないセルについては、在園周波数情報５３６に当該セルに関するエ
ントリ（履歴）が存在しない。このような場合には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロ
ジック５０４）は、隣接セル情報５３４に記述された接続可能なセルから接続すべきセル
（周波数帯）をランダムに選択し、近接情報に関連付ける。
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【００８７】
　以下、これらの選択処理の具体的な手順について説明する。
　＜７．処理手順＞
　図７は、本発明の実施の形態１に従う通信システムＳＹＳにおいて利用される移動体端
末（ＵＥ）での処理手順を示すフローチャートである。なお、図７では、ＵＥ５００がサ
ービングセルであるｅＮＢ３００－１にＲＲＣ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄしている状態である
とする。
【００８８】
　図７を参照して、ＵＥ５００の中央処理部５０２（図３に示すハンドオーバー開始判断
ロジック５０３）は、サービングセルの基地局装置（ｅＮＢ３００－１）からハンドオー
バー動作の準備の開始を要求するメッセージを受信したか否かを判断する（ステップＳ１
００）。より具体的には、通信接続中のｅＮＢからＲＲＣ＿Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージ（後述の図８参照）が通知されたか否かを判断する。サービングセルの基地局
装置（ｅＮＢ３００－１）からハンドオーバー動作の準備の開始を要求するメッセージを
受信しなかった場合（ステップＳ１００においてＮＯの場合）には、処理はリターンする
。
【００８９】
　これに対して、サービングセルの基地局装置（ｅＮＢ３００－１）からハンドオーバー
動作の準備の開始を要求するメッセージを受信した場合（ステップＳ１００においてＹＥ
Ｓの場合）には、中央処理部５０２は、信号処理部５１０（図３）と連携して、電波環境
を調査することで、周辺に存在するハンドオーバー先の候補となるセルをサーチする。そ
して、中央処理部５０２は、Ｆｉｎｇｅｒ＿Ｐｒｉｎｔ＿Ｍａｔｃｈｉｎｇ処理（後述の
図８参照）を逐次実行することにより、ＵＥ５００がいずれかの基地局装置の近接（Ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ）エリアに入ったか否かを判断する（ステップＳ１０２）。
【００９０】
　ＵＥ５００がいずれかの基地局装置の近接（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ）エリアに入ったこと
を検出すると（ステップＳ１０２においてＹＥＳの場合）、中央処理部５０２（周波数帯
判断ロジック５０４）は、記憶部５３０に保持されている隣接セル情報５３４を参照して
、自局による接続が許可されているセルが当該基地局装置に存在するか否かを判断する（
ステップＳ１０４）。自局による接続が許可されているセルが当該基地局装置に存在しな
い場合（ステップＳ１０４においてＮＯの場合）には、処理はリターンする。
【００９１】
　これに対して、自局による接続が許可されているセルが当該基地局装置に存在する場合
（ステップＳ１０４においてＹＥＳの場合）には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジ
ック５０４）は、接続が許可されているセルの識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）を取得する（ス
テップＳ１０６）。
【００９２】
　続いて、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、記憶部５３０に保持さ
れている在園周波数情報５３６を参照して、ステップＳ１０６において取得した識別情報
（ＣＳＧ＿ＩＤ）を用いて、ハンドオーバー先の基地局装置に対する接続履歴が存在する
か否かを判断する（ステップＳ１０８）。
【００９３】
　ハンドオーバー先の基地局装置に対する接続履歴が存在する場合（ステップＳ１０８に
おいてＹＥＳの場合）には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、ハン
ドオーバー先の基地局装置が提供するセル（自局による接続が許可されているセル）のう
ち、より最近に使用したセル（周波数帯）を選択する（ステップＳ１１０）。より具体的
には、図５に示すような在園周波数情報５３６において、ハンドオーバー先の基地局装置
が提供するセルのうち上位にランキングされているものが優先的に選択される。
【００９４】
　続いて、中央処理部５０２（近接情報生成ロジック５０５）は、ステップＳ１１０にお
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いて選択したセル（周波数帯）に関連付けて近接情報を生成する（ステップＳ１１２）。
すなわち、選択したセル（周波数帯）毎に近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）が生成される。
【００９５】
　なお、ステップＳ１１０において選択されるセル（周波数帯）は、直近の履歴（最も新
しいもの）に対応する１つのセルのみとしてもよいが、現在から所定期間前までの間に接
続されたセル（周波数帯）をすべて選択してもよい。このような選択処理を行った場合、
近接情報に関連付けるべきセルが複数選択される場合もある。この場合には、中央処理部
５０２は、より通信品質がより高いセルを優先的に選択する。
【００９６】
　これに対して、ハンドオーバー先の基地局装置に対する接続履歴が存在しない場合（ス
テップＳ１０８においてＮＯの場合）には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５
０４）は、隣接セル情報５３４に記述されている接続が許可されているセルのうち、ラン
ダムに所定数のセル（周波数帯）を選択する（ステップＳ１１４）。続いて、中央処理部
５０２（近接情報生成ロジック５０５）は、ステップＳ１１４において選択したセル（周
波数帯）に関連付けて近接情報を生成する（ステップＳ１１６）。
【００９７】
　そして、中央処理部５０２は、ステップＳ１１２またはＳ１１６において生成した近接
情報をサービングセルであるｅＮＢ３００－１へ送信する（ステップＳ１１８）。
【００９８】
　続いて、中央処理部５０２は、所定の手順に従ってハンドオーバー動作を行う（Ｓ１２
０）。ハンドオーバーに成功して、在園するセルが変更されると、中央処理部５０２（情
報管理ロジック５０６）は、接続中のセルについての通信品質を評価する（ステップＳ１
２２）とともに、在園周波数情報５３６の内容を更新する（ステップＳ１２４）。そして
、処理はリターンする。すなわち、在園周波数情報５３６には、ハンドオーバー後に属す
ることになったセルの情報（使用される周波数帯および通信品質）がスタックされる。
【００９９】
　＜８．通信シーケンス＞
　次に、ハンドオーバー動作に係る通信シーケンスについて説明する。図８は、本発明の
実施の形態１に従う通信システムＳＹＳにおけるハンドオーバー動作を示すシーケンス図
である。
【０１００】
　図８を参照して、ＵＥ５００のサービングセルであるｅＮＢ３００－１（ソースｅＮＢ
）は、ＵＥ５００との間の通信品質が所定レベルまで劣化したと判断すると、ハンドオー
バー動作のきっかけとなるＲＲＣ＿Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ：無線リソース制御設定）メッ
セージをＵＥ５００へ通知する（シーケンスＳＱ１００）。
【０１０１】
　ＵＥ５００は、無線受信部５１６（図３）を介して、ｅＮＢ３００－１から通知された
ＲＲＣ＿Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信すると、周辺に存在するハンドオ
ーバー先の候補となるセルをサーチする。より具体的には、ＵＥ５００は、Ｆｉｎｇｅｒ
＿Ｐｒｉｎｔ＿Ｍａｔｃｈｉｎｇ処理を逐次実行することにより、他の基地局装置の近接
（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ）エリアに入ったか否かを判断する（シーケンスＳＱ１０２）。
【０１０２】
　いずれかの基地局装置（この場合には、ＨｅＮＢ１００であるとする）の近接エリアに
入ったと判断されると、ＵＥ５００は、ＵＥ５００がＨｅＮＢ１００に近付いたことを示
す“ｅｎｔｅｒ”のメッセージを含むＰｒｏｘｉｍｉｔｙ＿Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセ
ージ（近接情報）をサービングセルであるｅＮＢ３００－１へ通知する（シーケンスＳＱ
１０４）。ソースｅＮＢ（サービングセル）であるｅＮＢ３００－１は、“ｅｎｔｅｒ”
のメッセージを含む近接情報を受信することで、ＵＥ５００がターゲットＨｅＮＢである
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ＨｅＮＢ１００に接近している状態であることを検知することができる。このとき、ｅＮ
Ｂ３００－１は、ターゲットＨｅＮＢがサポートしている複数のセルのうち、受信した近
接情報に関連付けられているセルについてのみハンドオーバー処理を開始する。
【０１０３】
　このとき、ＵＥ５００は、ターゲットＨｅＮＢであるＨｅＮＢ１００がサポートする複
数の周波数帯（セル）のうち、上述の選択処理によって選択された周波数帯（セル）に対
してのみ、近接情報を通知する。
【０１０４】
　続いて、ＵＥ５００は、このＲＲＣ＿ＲｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受
信すると、現在の受信状態（無線信号を受信している基地局装置や通信品質など）を含む
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ＿Ｒｅｐｏｒｔ（測定報告）メッセージをサービングセルである
ｅＮＢ３００－１へ通知する（シーケンスＳＱ１０６）。ｅＮＢ３００－１は、Ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ＿Ｒｅｐｏｒｔ（測定報告）メッセージを受信すると、ハンドオーバー動
作を行うための情報を収集するためにＲＲＣ＿ＲｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｒｅ－Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ：無線リ
ソース制御再設定）メッセージをＵＥ５００へ通知する（シーケンスＳＱ１０８）。
【０１０５】
　さらに、ＵＥ５００は、ターゲットＨｅＮＢであるＨｅＮＢ１００からＢＣＣＨ（Ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ブロードキャスト制御チャネル）を
通じて同時通報される制御メッセージを受信する（シーケンスＳＱ１１０）と、現在の受
信状態（無線信号を受信している基地局装置や通信品質など）を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔ＿Ｒｅｐｏｒｔ（測定報告）メッセージをターゲットＨｅＮＢであるＨｅＮＢ１００
へ再通知する（シーケンスＳＱ１１２）。
【０１０６】
　ソースｅＮＢであるｅＮＢ３００－１は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ＿Ｒｅｐｏｒｔ（測
定報告）メッセージを再受信すると、ＭＭＥ機能を有する制御装置（ゲートウェイまたは
ＭＭＥ制御装置）へＨａｎｄｏｖｅｒ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ（ハンドオーバー要求）メッセ
ージを通知する（シーケンスＳＱ１１４）。ＭＭＥ機能を有する制御装置は、このｅＮＢ
３００－１から受信したＨａｎｄｏｖｅｒ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄ（ハンドオーバー要求）メ
ッセージを、ターゲットＨｅＮＢを管理しているゲートウェイ１５０に対して転送する（
シーケンスＳＱ１１６）。すなわち、Ｈａｎｄｏｖｅｒ＿Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージの
受信に応答して、当該Ｈａｎｄｏｖｅｒ＿ＲｅｑｕｉｒｅｄメッセージがターゲットＨｅ
ＮＢであるＨｅＮＢ１００を管理しているゲートウェイ１５０へ通知される。
【０１０７】
　このＨａｎｄｏｖｅｒ＿Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージを受信することで、ゲートウェイ
１５０は、ハンドオーバーの動作の準備を開始する。より具体的には、ゲートウェイ１５
０は、ターゲットＨｅＮＢであるＨｅＮＢ１００へＨａｎｄｏｖｅｒ＿ｒｅｑｕｅｓｔ（
ハンドオーバー要求）メッセージを通知する（シーケンスＳＱ１１８）。ターゲットＨｅ
ＮＢであるＨｅＮＢ１００－１は、このＨａｎｄｏｖｅｒ＿ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを
受信すると、ハンドオーバー動作を行うための準備を開始するとともに、Ｈａｎｄｏｖｅ
ｒ＿Ｒｅｑｕｅｓｔ＿ＡＣＫ（ハンドオーバー要求応答）メッセージをゲートウェイ１５
０へ通知する（シーケンスＳＱ１２０）。
【０１０８】
　ゲートウェイ１５０は、このＨａｎｄｏｖｅｒ＿Ｒｅｑｕｅｓｔ＿ＡＣＫメッセージを
受信すると、ハンドオーバー動作の開始を指示するＨａｎｄｏｖｅｒ＿Ｃｏｍｍａｎｄメ
ッセージを、ＭＭＥ機能を有する制御装置へ通知する（シーケンスＳＱ１２２）。ＭＭＥ
機能を有する制御装置は、このＨａｎｄｏｖｅｒ＿Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを受信する
と、当該Ｈａｎｄｏｖｅｒ＿Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを、ターゲットＨｅＮＢであるＨ
ｅＮＢ１００へ通知する（シーケンスＳＱ１２４）。
【０１０９】
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　これらの一連の手順が完了すると、ハンドオーバー動作が実行される（シーケンスＳＱ
１２６）。
【０１１０】
　＜９．利点＞
　本実施の形態に従う通信システムにおいては、複数の周波数帯（セル）をサポートする
基地局装置に対してハンドオーバー処理を行う際に、移動体端末（ＵＥ）は、当該基地局
装置がサポートするすべての周波数帯（セル）の数だけ近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を通知するのではなく、その一部についてのみ近接情報を通知す
る。すなわち、各ハンドオーバー先のエリアにおいて電波環境が相対的に良好であると推
定される周波数帯（セル）について近接情報が通知されるので、ハンドオーバー後（エリ
アへの在圏後）に、別の周波数帯に再度移行する可能性を低くできる。そのため、安定し
たハンドオーバー動作を実現できる。同時に、すべての周波数帯（セル）ではなく、その
一部の周波数帯について近接情報が送信されるので、無線リソースの消費量を抑制するこ
とができる。そのため、無線リソースの無用な消費を避けることができる。さらに、送信
する近接情報の数を少なくするので、移動体端末における消費電力を低減することもでき
る。
【０１１１】
　［実施の形態２］
　上述の実施の形態１においては、接続履歴および通信品質に基づいて、近接情報（Ｐｒ
ｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を通知するセルを選択する構成について例示し
た。これに対して、実施の形態２においては、同一の基地局装置が提供する複数のセル（
周波数帯）の間で優先度を設定および評価しておき、この優先度に基づいて、セルを選択
する構成について例示する。
【０１１２】
　＜１．システム構成＞
　本発明の実施の形態２において想定されている通信システムＳＹＳの構成は、上述の図
１に示す通信システムＳＹＳと同様であるので、詳細な説明は繰返さない。
【０１１３】
　＜２．移動体端末（ＵＥ）の構成＞
　次に、本発明の実施の形態２に従う通信システムＳＹＳにおいて利用される移動体端末
の構成について説明する。図９は、本発明の実施の形態２に従う通信システムＳＹＳにお
いて利用される移動体端末（ＵＥ）５００Ａのブロック図である。
【０１１４】
　図９を参照して、ＵＥ５００Ａは、図３に示すＵＥ５００に比較して、記憶部５３０に
格納される情報が異なっている。すなわち、ＵＥ５００Ａの記憶部５３０は、図３に示す
ＵＥ５００と同様に、許可ＣＳＧリスト５３２および隣接セル情報５３４を保持するとと
もに、在園周波数情報５３６に代えて周波数優先度情報５３８を保持する。
【０１１５】
　また、記憶部５３０に格納される情報が異なっているため、これらの情報を参照する、
周波数帯判断ロジック５０４および情報管理ロジック５０６の処理が実施の形態１に従う
ＵＥ５００とは、以下に説明するような点において異なっている。
【０１１６】
　その他の構成および処理については、実施の形態１に従うＵＥ５００とほぼ同様である
ので、詳細な説明は繰返さない。以下、主として、実施の形態１との相違点に注目して説
明する。
【０１１７】
　周波数優先度情報５３８には、許可ＣＳＧリスト５３２に記述されている識別情報（Ｃ
ＳＧ＿ＩＤ）を有するセル（ＣＳＧセル、または、ｈｙｂｒｉｄセル）において利用可能
な周波数帯に対する優先度が記述されている。
【０１１８】
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　図１０は、本発明の実施の形態２に従う移動体端末５００Ａが保持する周波数優先度情
報５３８の一例を示す図である。図１０を参照して、周波数優先度情報５３８では、ＵＥ
５００Ａが過去に通信接続した基地局装置毎に、それぞれ利用可能な周波数帯（セル）の
間での優先度が関連付けて格納されている。周波数優先度情報５３８は、移動体端末５０
０Ａが通信を行った基地局装置および通信に使用した周波数帯を、対応する優先度と関連
付けて記憶する。
【０１１９】
　より具体的には、周波数優先度情報５３８は、移動体端末５００Ａが過去に通信を行っ
たことのある基地局装置（基地局ＩＤ）毎に、それぞれ提供される複数の周波数帯（セル
）の各々についての通信品質（前回通信時の品質）を関連付けて保持するともに、この評
価された通信品質の間の相対的な関係に基づいて、優先度が決定される。
【０１２０】
　図１０には、通信品質が高いものから順に、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅと評価されており、こ
の通信品質の順序に沿って、優先度が付与されていることがわかる。
【０１２１】
　このように、中央処理部５０２（情報管理ロジック５０６）は、通信を行った基地局装
置で使用可能な複数の周波数帯について優先度を判断するとともに、通信を行った基地局
装置および通信に使用した周波数帯を対応する優先度と関連付けて記憶する。
【０１２２】
　通信品質は、上述の実施の形態１と同様に、各周波数帯（セル）におけるリファレンス
シグナル受信強度（ＲＳＲＰ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　
Ｐｏｗｅｒ）として示される無線信号の強度や、ビットエラーレートなどに応じて判断す
ることができる。すなわち、中央処理部５０２（情報管理ロジック５０６）は、いずれか
のセルに接続すると、当該接続された状態での通信品質を評価し、当該評価に基づいて、
対応する基地局装置が提供する複数の周波数帯（セル）の間の優先度を更新する。言い換
えれば、情報管理ロジック５０６は、通信を行った基地局装置で使用可能な複数の周波数
帯についての優先度を判断する。そのため、ある基地局装置についてみれば、サポートす
る周波数帯（セル）のうち、前回通信時の通信品質がより高いものほどより高い優先度が
設定される。このとき、情報管理ロジック５０６は、過去の通信時における通信品質が相
対的に高い周波数帯に対して相対的に高い優先度を付与するとともに、新たな通信接続が
確立されると優先度を更新する。
【０１２３】
　周波数帯判断ロジック５０４は、ハンドオーバー動作の開始時に、図１０に示す周波数
優先度情報５３８を参照して、ハンドオーバー先のＨｅＮＢ（ターゲットＨｅＮＢ）が提
供する複数の周波数帯（セル）のうち、特定の周波数帯を選択する。より具体的には、周
波数帯判断ロジック５０４は、優先度が相対的に高い周波数帯を選択し、近接情報に関連
付ける。
【０１２４】
　＜３．基地局装置（ＨｅＮＢ，ｅＮＢ）の構成＞
　本発明の実施の形態２に従う通信システムＳＹＳにおいて利用される基地局装置の構成
についても、上述の図６に示すＨｅＮＢ１００と同様であるので、詳細な説明は繰返さな
い。
【０１２５】
　＜４．選択処理の概要＞
　次に、近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）に関連付ける周波数帯
を選択する処理の概要について説明する。
【０１２６】
　まず、キャリア・アグリゲーションをサポートしている基地局装置へのハンドオーバー
時において、図９に示す中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、周波数優
先度情報５３８を参照して、より優先度の高い周波数帯を、通信に用いる周波数帯として
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決定する。具体的には、中央処理部５０２は、図１０に示す周波数優先度情報５３８に記
述された周波数帯（セル）のうち、より優先度の高い１つまたは複数の周波数帯（セル）
を選択する。このように、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、優先度
が相対的に高い周波数帯を近接情報に関連付ける。
【０１２７】
　なお、隣接セル情報５３４において接続は許可されているが、ＵＥ５００Ａが過去に接
続したことのない基地局装置（セル）については、周波数優先度情報５３８には、当該基
地局装置が提供するセルに関するエントリ（履歴）が存在しない。このような場合には、
中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、隣接セル情報５３４に記述された
対象の基地局装置が提供するセルから接続すべき周波数帯（セル）をランダムに選択する
。
【０１２８】
　以下、これらの選択処理の具体的な手順について説明する。
　＜５．処理手順＞
　図１１は、本発明の実施の形態２に従う通信システムＳＹＳにおいて利用される移動体
端末（ＵＥ）での処理手順を示すフローチャートである。なお、図１１では、ＵＥ５００
ＡがサービングセルであるｅＮＢ３００－１にＲＲＣ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄしている状態
であるとする。
【０１２９】
　図１１を参照して、ＵＥ５００Ａの中央処理部５０２（図９に示すハンドオーバー開始
判断ロジック５０３）は、サービングセルの基地局装置（ｅＮＢ３００－１）からハンド
オーバー動作の準備の開始を要求するメッセージを受信したか否かを判断する（ステップ
Ｓ２００）。より具体的には、通信接続中のＨｅＮＢからＲＲＣ＿Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージ（上述の図８参照）が通知されたか否かを判断する。サービングセルの
基地局装置（ｅＮＢ３００－１）からハンドオーバー動作の準備の開始を要求するメッセ
ージを受信しなかった場合（ステップＳ２００においてＮＯの場合）には、処理はリター
ンする。
【０１３０】
　これに対して、サービングセルの基地局装置（ｅＮＢ３００－１）からハンドオーバー
動作の準備の開始を要求するメッセージを受信した場合（ステップＳ２００においてＹＥ
Ｓの場合）には、中央処理部５０２は、信号処理部５１０（図９）と連携して、電波環境
を調査することで、周辺に存在するハンドオーバー先の候補となるセルをサーチする。そ
して、中央処理部５０２は、Ｆｉｎｇｅｒ＿Ｐｒｉｎｔ＿Ｍａｔｃｈｉｎｇ処理（上述の
図８参照）を逐次実行することにより、ＵＥ５００Ａがいずれかの基地局装置の近接（Ｐ
ｒｏｘｉｍｉｔｙ）エリアに入ったか否かを判断する（ステップＳ２０２）。
【０１３１】
　ＵＥ５００Ａがいずれかの基地局装置の近接（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ）エリアに入ったこ
とを検出すると（ステップＳ２０２においてＹＥＳの場合）、中央処理部５０２（周波数
帯判断ロジック５０４）は、記憶部５３０に保持されている隣接セル情報５３４を参照し
て、自局による接続が許可されているセルが当該基地局装置に存在するか否かを判断する
（ステップＳ２０４）。自局による接続が許可されているセルが当該基地局装置に存在し
ない場合（ステップＳ２０４においてＮＯの場合）には、処理はリターンする。
【０１３２】
　これに対して、自局による接続が許可されているセルが当該基地局装置に存在する場合
（ステップＳ２０４においてＹＥＳの場合）には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジ
ック５０４）は、接続が許可されているセルの識別情報（ＣＳＧ＿ＩＤ）を取得する（ス
テップＳ２０６）。
【０１３３】
　続いて、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジック５０４）は、記憶部５３０に保持さ
れている周波数優先度情報５３８を参照して、ステップＳ２０６において取得した識別情
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報（ＣＳＧ＿ＩＤ）を用いて、ハンドオーバー先の基地局装置が提供するセルに関する優
先度が設定されているか否かを判断する（ステップＳ２０８）。
【０１３４】
　ハンドオーバー先の基地局装置が提供するセルに関する優先度が設定されている場合（
ステップＳ２０８においてＹＥＳの場合）には、中央処理部５０２（周波数帯判断ロジッ
ク５０４）は、周波数優先度情報５３８に記述されたセルのうち、より優先度の高いセル
（周波数帯）を選択する（ステップＳ２１０）。続いて、中央処理部５０２（近接情報生
成ロジック５０５）は、ステップＳ２１０において選択したセル（周波数帯）に関連付け
て近接情報を生成する（ステップＳ２１２）。すなわち、選択したセル（周波数帯）毎に
近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）が生成される。
【０１３５】
　なお、ステップＳ２１０において選択されるセル（周波数帯）は、最も優先度の高い１
つのセルのみとしてもよいが、優先度の高いものから所定数を選択してもよい。
【０１３６】
　これに対して、ハンドオーバー先の基地局装置が提供するセルに関する優先度が設定さ
れていない場合（ステップＳ２０８においてＮＯの場合）には、中央処理部５０２（周波
数帯判断ロジック５０４）は、隣接セル情報５３４に記述されている接続が許可されてい
るセルのうち、ランダムに所定数のセル（周波数帯）を選択する（ステップＳ２１４）。
続いて、中央処理部５０２（近接情報生成ロジック５０５）は、ステップＳ２１４におい
て選択したセル（周波数帯）に関連付けて近接情報を生成する（ステップＳ２１６）。
【０１３７】
　そして、中央処理部５０２は、ステップＳ２１２またはＳ２１６において生成した近接
情報をサービングセルであるｅＮＢ３００－１へ送信する（ステップＳ２１８）。
【０１３８】
　続いて、中央処理部５０２は、所定の手順に従ってハンドオーバー動作を行う（Ｓ２２
０）。ハンドオーバーに成功して、在園するセルが変更されると、中央処理部５０２（情
報管理ロジック５０６）は、接続中のセルについての通信品質を評価する（ステップＳ２
２２）とともに、周波数優先度情報５３８の内容を更新する（ステップＳ２２４）。そし
て、処理はリターンする。すなわち、ハンドオーバー後に属することになったセルの情報
（使用される周波数帯および通信品質）に基づいて、（必要であれば）周波数優先度情報
５３８に記述された優先度の入れ替えなどの更新処理が行われる。
【０１３９】
　＜６．通信シーケンス＞
　本発明の実施の形態２に従うハンドオーバー動作に係る通信シーケンスについては、上
述の図８に示す通信シーケンスと同様であるので、詳細な説明は繰返さない。
【０１４０】
　＜７．変形例＞
　上述したような、過去の通信実績において評価された通信品質に基づいて、同一の基地
局装置が提供するセル（周波数帯）の間で優先度を予め決定しておき、これに基づいて近
接情報に関連付けるセルを選択する方法について例示した。
【０１４１】
　このような方法に代えて、あるいは、これに加えて、電波の物理的な特性などを考慮し
て優先度を設定してもよい。例えば、無線信号は、周波数が低いほど回折するという周波
数特性を有するので、建物の陰になった場合であっても送受信を継続できる場合が多い。
そのため、基地局装置が提供する複数のセル（周波数帯）のうち、その周波数が相対的に
低いものに対して相対的に高い優先度を付与してもよい。
【０１４２】
　また、優先度に関する情報を移動体端末（ＵＥ）の外部から与えてもよい。具体的には
、移動体端末（ＵＥ）の使用者（ユーザ）などが手動設定してもよいし、基地局装置との
通信中に基地局装置から移動体端末（ＵＥ）へ優先度に関する情報を通知するようにして
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もよい。前者の方法では、移動体端末に対する外部操作に従って優先度が決定される。
【０１４３】
　図１２は、本発明の実施の形態２の変形例に従う通信システムＳＹＳにおいて利用され
る移動体端末（ＵＥ）５００Ｂのブロック図である。上述のように、優先度に関する情報
を移動体端末（ＵＥ）の外部から与える場合には、図１２に示すように、移動体端末５０
０Ｂの入力インターフェイス（Ｉ／Ｆ）５２８を設けることができる。
【０１４４】
　入力インターフェイス５２８は、移動体端末５００Ｂの操作者が行う操作を受付け、あ
るいは、基地局装置から通知される優先度に関する情報を受付ける。
【０１４５】
　なお、基地局装置では、移動体端末５００Ｂとの間で行われる通信の品質を評価すると
ともに、当該評価に基づいて、図１０に示すような周波数優先度情報５３８が設定される
。そして、この周波数優先度情報５３８が基地局装置から移動体端末５００Ｂへ通知され
る。
【０１４６】
　このように、本変形例においては、基地局装置が当該基地局装置で使用可能な複数の周
波数帯についての優先度を示す情報を移動体端末５００Ｂへ通知する機能を有するととも
に、移動体端末５００Ｂは、優先度を示す情報に基づいて、特定の周波数帯を近接情報に
関連付けて送信する。
【０１４７】
　＜８．利点＞
　本実施の形態に従う通信システムにおいては、複数の周波数帯（セル）をサポートする
基地局装置に対してハンドオーバー処理を行う際に、移動体端末（ＵＥ）は、当該基地局
装置がサポートするすべての周波数帯（セル）の数だけ近接情報（Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を通知するのではなく、その一部についてのみ近接情報を通知す
る。すなわち、各ハンドオーバー先のエリアにおいて優先度が相対的に高い周波数帯（セ
ル）について近接情報が通知されるので、ハンドオーバー後（エリアへの在圏後）に、別
の周波数帯に再度移行する可能性を低くできる。そのため、安定したハンドオーバー動作
を実現できる。同時に、すべての周波数帯（セル）ではなく、その一部の周波数帯につい
て近接情報が送信されるので、無線リソースの消費量を抑制することができる。そのため
、無線リソースの無用な消費を避けることができる。さらに、送信する近接情報の数を少
なくするので、移動体端末における消費電力を低減することもできる。
【０１４８】
　［その他の実施の形態］
　上述の実施の形態１に示した構成と、実施の形態２およびその変形例に示した構成とを
適宜組合せることも可能である。
【０１４９】
　また、上述の実施の形態１および２においては、主として、小型の発展型無線基地局装
置（ＨｅＮＢ）へのｉｎｂｏｕｎｄハンドオーバー動作に着目して説明したが、本発明の
対象となる基地局装置としては、小型の発展型無線基地局装置（ＨｅＮＢ）に限られるこ
となく、マクロセルを提供する通常の発展型基地局装置（ｅＮＢ）や他の種類の基地局装
置に関係するハンドオーバー動作に適用することもできる。
【０１５０】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した説明ではなく、請求の範囲によって示され、
請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【０１５１】
　１００　ＨｅＮＢ、１０１Ｃ，３０１Ｃ～３０３Ｃ　セル範囲、１０２，５０２　中央
処理部、１０４　ハンドオーバーロジック、１０６　アグリゲーションロジック、１１０
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　上位ネットワークインターフェイス、１１２　制御インターフェイス、１２２，５１２
　無線送信部、１２４　送信アンテナ、１２６，５１６　無線受信部、１２８　受信アン
テナ、１３０，５３０　記憶部、１３２　許可ユーザリスト、１５０，３５０　ゲートウ
ェイ、３００　ｅＮＢ、４００　コアネットワーク、５００，５００Ａ，５００Ｂ　移動
体端末、５０３　ハンドオーバー開始判断ロジック、５０４　周波数帯判断ロジック、５
０５　近接情報生成ロジック、５０６　情報管理ロジック、５１０　信号処理部、５１４
　デュプレクサ、５１８　送受信アンテナ、５２０　表示部、５２２　マイク、５２４　
スピーカ、５２６　入力部、５２８　入力インターフェイス、５３２　リスト、５３４　
隣接セル情報、５３６　在園周波数情報、５３８　周波数優先度情報、５４０　筐体、Ｓ
ＹＳ　通信システム。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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